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６．土地利用の目標・方向性の検討 

本年度の本項目では、全体計画取りまとめにおける配置方針図の更新に向け、跡地利

用の骨格となる緑地空間配置の深化を図ることを目的とする。 

本年度の重点的に取り組む項目における緑地空間配置に関する検討成果を踏まえ、み

どりを戦略的に資産としたまちづくりのあり方を具体的に整理する。また、緑を戦略的

に資産としたまちづくりのあり方と本年度の緑地空間配置に関する検討成果がみどりと

一体となることでどのような効果を期待するかについて整理した機能導入概念図を作成

した。 

以下に緑地空間配置に関する土地利用の目標・方向性の検討フローを示し、次頁以降

に検討した内容を整理する。 

 

 

【緑地空間配置に関する土地利用の目標・方向性の検討フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度重点的に取り組む項目 

緑地空間配置に 

関する検討成果 
交通網配置に 

関する検討成果 
土地利用ゾーン配置に 

関する検討成果 

今後深化を図る項目 今後深化を図る項目 

みどりを戦略的に資産としたまちづくりのあり方の検討 

みどりと一体となった機能導入概念図の作成 

大規模公園エリアを
核とした 

沖縄振興拠点の創出 

周辺インフ
ラや市街地
との連携 

歴史的資
源・景観資
源の継承 

水環境・地下
空洞にかかる
調査検討 

安全・安心
なまちづく
りの実現 



 第Ⅲ章 ｜ 行程計画に基づく「目標を定め重点的に取り組む項目」に関する検討等 

 

Ⅲ-194 

１）みどりを戦略的に資産としたまちづくりのあり方の検討 

 

 

 

  

【検討の考え方】 
 
  令和 6年度 

重点的に取り組む項目 

Ⅰ.振興拠点における戦略的な拠点形成
手法の検討 

Ⅱ 緑空間の整備イメージの検討 
Ⅲ 
Ⅳ 公共施設の導入可能性の検討 
Ⅴ 周辺との連携に係る検討の検討 
Ⅵ 事業スキーム・官民連携手法の検討 
Ⅶ 大規模開発に導入可能な最先端技術
の検討 

周辺インフラや市街地との連携 

Ⅰ 交通施設整備に係る上位関連計画等
との整合・連携 

Ⅱ 周辺市街地との連携に向けた周辺イン
フラの現状把握と課題整理 

歴史的資源・景観資源の継承 

Ⅰ 西普天間住宅地区との連携に係る現
状把握 

Ⅱ 基地内植生、歴史・景観資源の継承 
  

水環境・地下空洞にかかる調査検討 

Ⅰ 琉球石灰岩の取扱いに係る情報収集 
Ⅱ 水脈と連動した地下空洞の位置の把握 

安全・安心なまちづくりの実現 

Ⅰ 広域的見地からの跡地利用計画におけ
る広域防災のあり方の検討 

Ⅱ 地域防災力の強化に向けた公共公益
施設の再編・更新検討 

令和 6年度  
緑地空間配置に関する 

検討成果 

活用すべき 
自然・歴史特性の深化 

大規模公園エリアに 
求められる機能 

グリーンインフラの 
視点から連携すべき 
周辺地域の資源 

多面的な機能を発揮する 
みどり空間の配置・あり方 

みどりの中のまちづくりの
実現に向けた 

大規模公園エリアのあり方 

計画 
づくりの 
方針 

環
境
づ
く
り
の
方
針 

土
地
利
用
及
び
機
能
導
入

の
方
針 

都
市
基
盤
整
備
の
方
針 

周
辺
市
街
地
整
備
と

の
連
携
の
方
針 

みどり空間と連携する 
将来の交通・道路機能 

のあり方 

交
通
網
配
置
の
更
新 

土
地
利
用
ゾ
ー
ン
配
置
の
更
新 

緑
地
空
間
配
置
の
更
新 

みどりを戦略的に 
資産とした 

まちづくりのあり方 

①沖縄ならではの、 
すこやかで豊かな 
自然環境に支えられ
たまち 

②シンボリックな 
みどりで惹きつける
まち 

③企業の ESG 投資
を呼び込むまち 
リスク管理のできる 
まち 

④緑が身近にある 
ライフスタイルを楽
しめるまち 

⑤持続的で快適な 
移動ができるまち 
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【みどりを戦略的に資産としたまちづくりの在り方】 
 
 
 

  

沖縄ならではの、すこやかで豊かな自然環境に支えられたまち 

●リュウキュウツミ（案）と生きるまち 
・リュウキュウツミが繁殖できる環境をめざす。 
・ツミは生態系の高次消費者であり、ツミが
繁殖できるのはエサとなる様々な小動物が
生きられる多様な自然地がある証拠。 
・跡地内外にまたがるエコロジカルネットワーク
の充実。 

（図）エコロジカルネットワーク 
・ツミが住める、自然度の高いまとまった規模の拠点
的な緑地を中心に、小動物が生息可能な小～中
規模な自然地・緑地を多数配置。 
・これらの緑地がつながっていること（コリドーによるエ
コロジカルネットワーク）で緑地の生態的な価値が
高まる。 

●水の恵みがめぐるまち 
・湧水と地下水をシンボ
ル化。 
・水の存在、人とのつなが
りが見える場がある。 

おいし
いタイモ 

持続的で快適な移動ができるまち 

●モビリティネットワークが充実し、渋滞ストレスの少ないまち 
・歩行者優先でネットワークされ、安全に楽しく快適に歩けるまち。 
・緑地と連携したモビリティサービスが充実し、移動が容易で車に
頼らないまち。 

事故率
減 

徒歩 5分以内に
交通ステーション 

企業の ESG 投資を呼び込むまち・リスク管理のできるまち 

●公園緑地がカーボンクレ
ジットに（今後要検討） 
・普天間公園またはその他
の緑地がカーボンクレジット
を市場に供給するプロジェ
クトを実施する。 

●大規模災害のリスクコントロール 
・災害に強い立地を生かし世界企業
を呼び込めるまち。 
・空洞等のリスクを踏まえ安全性の高
い土地利用計画のあるまち。 
・防災拠点のあるまち。 

●低炭素化と涼しさを実現
するまち 
・グリーンインフラを生かしたエコ
なまち。 
・風の道、緑陰な
どで涼しさを実
感できるまち。 

-1℃ 

緑が身近にあるライフスタイルを楽しめるまち 

●環境が魅力な産業コア 
・先進的な研究機関や企
業にとって魅力となる、質
の高いリフレッシュ空間や
良好な環境を提供する。 
・産業施設と公園緑地が
シームレスに一体化した
環境とする。 

●魅力的な教育環境 
・質の高い保育・教育
機関を呼び込む、自
然豊かな環境や体験
フィールドを提供する。 
・魅力ある教育環境
が、高度な人材の
定着につながる。 

●緑が身近にあるくらし 
・家から徒歩 10分以内に公園がある。 
・散歩やジョギング、多様なスポーツが
楽しめ、アートや文化に触れるさまざま
な性格の緑地があり、ウェルビーイング
が高まる。 
・緑を通して交流・コミュニティが育まれる
しくみがある。 

イ ト 出典

まちに
出よう 

シンボリックなみどりで惹きつけるまち 

●亜熱帯気候を生かした、
緑と花が印象的なまち 
・まちの顔となる空間では重
点的に、美しくデザインされ
良好に管理された緑や花を
維持する。 
・緑で不動産価値を上げる。 

●シンボリックな大スケールのオープンスペース 
・普天間公園（仮称）内
に、だれもがアイコンとして知
るシンボル性の高い空間を
デザインしブランド化する。 
・大規模フェスなどの開催で
きる規模を確保する。 

●まちをつなぎ、未来へと歴史をつむぐ 
並松街道の再生 

・歴史を感じながら、新たなふるさとの風景
として親しまれていく並木空間を整備し、
緑地ネットワークの要諦として活用する。 
・遺構や有形無形の歴史文化遺産を取
り込む。 

 

タイプの異なるビオトープをコリドーでネットワークする 
（荒川エコロジカル・ネットワーク基本方針 国交省荒川上流河川事務所 HP） 

北東の風をまちの
軸に取り込む 

（現滑走路軸） 

海風・陸風をまち
の軸に取り込む 

海への 
眺望 

大芝生
広場 大通り公園 

並
松
街
道 

（
緑
道
） 

残存樹林 

二次林 
原野 空洞想定

エリア 

自然樹林
保全地 

樹林の
再生 自然に溶け込む

産業コア施設の
整備 

公園広場
として利用 

◁徒歩 15分圏域にくらしに必
要な機能を配置する 
▽みどり空間の上に都市空間
を形成する 
（図出典︓「2050年都市ビジョ
ン提言書バージョン 2.0」2024.5 
2050年都市ビジョン研究会（日
本都市計画学会 研究交流分科
会）） 

ウォーカブルなまちの風景 
（国交省第 5回マチミチ会議資料より） 

緑と連携したモビリティネットワークイメージ 
（VESI.fi ウォーターレター2022年 5月より） 
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【みどりと一体となった機能導入概念図(大規模公園エリア) 
 
  

大規模公園エリア 

大規模公園 

④緑が身近にある 
ライフスタイルを
楽しめるまち 

①沖縄ならではの、 
すこやかで豊かな 
自然環境に支えら

れたまち 

②シンボリックな 
みどりで惹きつ
けるまち 

③企業の ESG投
資を呼び込むまち 
リスク管理のでき

るまち 

⑤持続的で快適な 
移動ができるまち 

大規模公園エリア 
・連担するみどりの中に建物群がある環境づくり 

・みどりの拠点となる大規模公園(国営公園等)の配置 
・沖縄振興コアを形成する稼げるみどり(高い価値を生み出すみどり) 
・シマの基層を形成する自然資源、歴史・文化資源を守り、生かす 

・持続的で豊かなライフスタイルを実現する基盤づくり 

・リュウキュウツミと 
共存できる環境 

・水の恵みがめぐるまち 

平和希求のシンボルとなる 
大スケールのオープンスペース 

歩くことを楽しめ、 
多様なモビリティが 
利用できる 

GX による持続的で 
安全な、質の高い 

生活環境 

安全・安心、快適な 
緑地ネットワーク 

各施設を豊かなみどりで 
つつむエリアが形成 

(公園緑地がカーボンクレジット) 

環境 
・亜熱帯蒸暑地域に適した、まちを冷やす風の道 
・道路網・民間空地が連携したグリーンインフラ 
・緑地と連続したモビリティサービスの充実 

低炭素化と 
涼しさを実現 

風の道 風の道 

生態 
・エコロジカルコリドーの形成 
・地下水系を考慮した緑地

配置 

防災・安全 
・非常時には避難路・避難空間と
なり、日常には快適で便利な移動

空間となる歩行者網 
・非常時には避難地となり、日常に
は美しい景観や運動、交流が楽し

めるオープンスペース 

災害に強い立地を生かした 
世界企業の呼び込み 

みどりが身近にある暮らし 
環境が魅力な産業コア 
魅力的な教育環境 

文化・社会 
・住みたい、働きた
い、訪れたい環境 
・歴史・文化資源の
保全による地域の誇
りやアイデンティティの

源となる 
・公園等が交流の場
となり地域社会のつ
ながりが強化 

モビリティネットワークが 
充実し、渋滞ストレス 
の少ないまち 亜熱帯気候を 

生かした、緑と花が
印象的なまち 

まちを繋ぎ、 
未来へと歴史を紡ぐ 
並松街道の再生 

風の道 

国際ビジネス・ 
交流拠点 

交通結節点 

学術研究拠点 
広域行政機能 
バックアップ拠点 

研究機関や 
企業にとって魅力となる、
質の高いリフレッシュ空間
による生産性の向上 

亜熱帯気候という特性を
生かした研究開発 

大規模公園と連携した 
広域防災拠点 

沖縄振興コア 
みどり空間における 

3拠点の立地・連携による 
相乗効果により 

沖縄振興コアが形成 
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【みどりと一体となった機能導入概念図(広域)】 
 
 
 
 

 

⑤持続的で快適な 
移動ができるまち 

港 
西海岸 

港 
東海岸 

空港 
港 

歴史的資源・景観資源 
・歴史・文化資源が保全され、地
域の誇りやアイデンティティの源泉 

・並松街道の再生 

防災・安全 
・広域防災機能の向上 
・地域防災機能の補完 
・国際的な災害援助 

④緑が身近にある 
ライフスタイルを
楽しめるまち 

①沖縄ならではの、 
すこやかで豊かな 
自然環境に支えら

れたまち 

・緑地と連携した 
モビリティサービス 

・脱炭素型のモビリティ活用 

②シンボリックな 
みどりで惹きつ
けるまち 

環境・脱炭素 
・建物緑化によるエネルギ
ー消費が削減 
・再生エネルギー活用 

産業 
・企業進出等による多種多
様な産業創出 
・最先端の技術や研究によ
る沖縄の発展に寄与する
新産業の創出 

③企業の ESG投
資を呼び込むまち 
リスク管理のでき

るまち 

国境を越えた 
災害支援 

国内外からの 
好アクセス 

専門性の高い 
人材や技術集積 

OIST及び国内外の 
研究所や 

琉球大学との連携 
公園やコミュニティガーデン
が交流の場となり、 

地域社会のつながり強化 

水環境・地下空洞 
・水環境の保全 

・地下空洞の把握・対応 

緑空間 
・生態系サービスの保全 
・風の通る涼しいまち 

・暑い日にも快いスポットがまちかど
に存在 

・まちの魅力となる美しい都市環
境、シンボル景観 

・身体的にも精神的にも健康 

モビリティネットワーク 
・安全で楽しく快適な歩
行者優先ネットワーク 
・自動運転等の 

大規模公園エリア 
・前ページ参照 稼げるみどりのスキームの構築による 

稼げるエリア化 

水源を涵養する十分な緑地の保全 
地下水脈の上部緑地利用 

 
国際ビジネス・ 
交流拠点 

最先端技術 
・周辺既成市街地との連携・
共存 
・官民協働で取り組むことによ
るまちの課題解決 
・地域特性に応じた技術導
入によるエリア価値向上 

広域行政機能 
バックアップ拠点 

緑地ネットワークを通してエネ
ルギー等が効率的に維持 

誰もが安全に歩ける 
みどりのネットワーク空間 

緑地・緑道ネットワークが避難路と
非難空間の役割をもつ 

事前防災 
災害シミュレーションによる 
想定される課題への対策 

グローバルな 
人材育成・企業成長 

官民連携による 
新産業の創出を 
見通した研究開発 

災害時迅速な対応が 
可能な機能が集約 

被災後の継続的な 
行政運営 

民間事業者と 
連携した支援 

企業進出やサービス提供 
施設の派生的立地による 

新たな雇用創出 

世界最高水準の 
技術や人材等の交流 
による新たな技術革新 

最先端技術を有する 
産業導入による 
エリア価値向上 

みどりと都市的 
土地利用の融合 (みどり空間の) 

事業スキーム 
・公的な広場や公園に民間
施設を誘導 
・民間敷地内に緑地を整備 
・都市公園と民間敷地が連
続し一体とみせる 

稼げるみどりの 
スキーム構築による 

民間敷地へのみどりの導入 

西海岸地域と 
東海岸地域を 
結ぶ拠点機能 

基幹的広域防災機能等 

平和希求のシンボル 

フィーダー交通 
の充実 

国際交流機能等 

研究開発・ 
教育機関機能等 

学術研究拠点 

交通 
結節点 


	【R6普天間_報告書】03-3_⾏程計画に基づく「⽬標を定め重点的に取り組む項⽬」に関する検討等.pdf
	【R6普天間_報告書】03_6_土地利用の目標・方針_250314
	１）みどりを戦略的に資産としたまちづくりのあり方の検討



